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・書く場所を限定
し、一人の子の意見
で決めず全員の意見
を出してから１つに
しぼり書くよう促す

・挿絵や吹き出しを利
用し、なり切って気持
ちを書く。
・なりきって、音読し
ているところを伝え合
う。

・単元のゴールの設
定「9歳の豆太を想像
して、物語の続きを
考えよう」
・勇気メーターの
活用

・実態に応じたノートや
ワークシート
（選択肢付き、マスや枠
だけ、なぞり書き、手本
掲示など）

・単元の問いの設定
「ごんはどんなきつね
だったのか。」

・モジュール活動の
導入（「ひばり」音
読暗唱）
・単元のゴール設定
「音読劇発表会」
 

・スクープメモの活用
・伝え合う場を設定

・単元のゴール設定
「9歳の豆太を想像し
て、物語の続きを考
えよう」
・根拠の叙述当て
（クイズ）

・単元のゴール設定
「音読劇発表会」
・小グループでの役割
音読

・５グループに分ける。
・学習展開をパターン化
・個に応じた課題設定
・実感を伴った学習
（動作化、具体物、自分
の言葉で発信）
・音読を繰り返し、正し
い言葉を耳から入れる。

・モジュール活動
の導入
（リズム漢字／詩
の語り）
・学習用語の共通
理解を徹底
・学習展開をパ
ターン化

　
・学習用語の共通
理解を徹底
・学習展開をパ
ターン化

・お面や赤白帽子
・拡大ワークシート
（グループ用）

・なりきり名札
・ワークシート

・勇気メーター
ごんぎつね新聞と
スクープメモ

・スクールタクト
と

ノートの使い分け

・一貫した発問の
設定
「たずね人はだれ
のことか。」
・叙述を絞った発
問の設定

・適切な補助発問
の設定や効果的な
切り替えし発問

・短く分かりやすい指示
・ゆさぶりや確認の発問
・発問を板書する。
・挿絵やワークシートを
掲示する。




